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2023年8月31日（木）
三菱マテリアル株式会社
金属事業カンパニー
資源循環事業部 井上 達也

第４回
第5次循環型社会形成推進基本計画の策定に向けたヒアリング

三菱マテリアル㈱のリサイクル事業紹介



内容

2023/8/313｜

１，三菱マテリアルの紹介

２，事業紹介（リサイクル・金属）

３，LIBリサイクル概要

４，マレーシア家電リサイクル事業化検討

５，資源循環に向けた課題とご支援頂きたい事項



１，三菱マテリアルの紹介

2023/8/314｜



１，三菱マテリアルの紹介

2023/8/315｜

創業150周年

2021



１，三菱マテリアルの紹介

2023/8/316｜

ヨーロッパ

オランダ・ドイツ・ポーランド
ロシア・スペイン・イタリア
フィンランド ほか

東南アジア～西アジア

タイ・マレーシア・ベトナム
ラオス・シンガポール・インド
ネシア ほか

東アジア

中国・台湾・韓国 ほか

北中米

カナダ・アメリカ・メキシコ

南米

ブラジル・チリ

海外売上構成比 50%
※2022年3月末実績



２，事業紹介（国内リサイクル事業）

2023/8/317｜



2，事業紹介（金属事業）

2023/8/318｜

直島製錬所(銅製錬・貴金属製造)

小名浜製錬㈱ 小名浜製錬所
(銅製錬・銅加工)

細倉金属鉱業㈱
（鉛製錬、ビスマス製造）

生野事業所
（錫製錬）

MM Metal Recycling B.V.（オランダ 北ブラバント州）
（E-Scrap受入・サンプリング）2018年～操業開始

ﾏﾃﾘｱﾙｴｺﾘﾌｧｲﾝ(株)
小名浜事業所
(PGM精製)

草間彌生 “南瓜”
写真： 安斎重男

映画 フラガール
史跡 生野坑道
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直島製錬所（香川県）

E-Scrap
金・銀・銅・パラジウム等の有価金属が高濃度に
含まれている各種電子機器類の廃基板

E-Scrapの例

小名浜製錬（株）小名浜製錬所（福島県）

2，事業紹介（三菱グループのE-Scrap処理）



2，事業紹介（三菱グループのE-Scrap処理実績推移）

2023/8/3110｜



２，事業紹介（E-Scrapのグローバル集荷と課題）

2023/8/3111｜

アジア
（日本除く）

約20%

アジア
（日本除く）

約20%

EU
約50%
EU
約50% 北米

約20%
北米
約20%

中米中米

南米南米

中東中東

アフ
リカ
アフ
リカ

オセアニアオセアニア

・ロシアリスク（取引不可、燃料高騰）

・資源の囲い込み
（Notification、PIC複雑化）

・多数の大手製錬所による競争

・他社協業による
新プロジェクトの乱立

・資源の囲い込み

・不法輸入・処理による東南アジア経由での中
国への流出（日本からを含む）
・経由地（香港等）で課せられる環境事故補償
・法整備の必要性

・法整備の必要性

・法整備の必要性

2021年度集計



3，LIBリサイクル概要

2023/8/3112｜

「LIBから電池材料までの一貫したリサイクルプロセスを早期に開発」、「E-Scrapビジネスを通じて構築した
ネットワークを活かしたブラックマスの集荷」、「ブラックマスからの炭酸リチウム、硫酸コバルト、硫酸ニッケルの高
効率回収」によりグローバル競争力を確保
廃自動車からのLIB回収（①）および他社との協業によりブラックマス処理の事業化（②）、さらに前駆
体/正極材製造まで展開（③）することで当社事業領域を拡大

電池製造電池材製造精製金属回収前処理分解/回収自動車製造

自動車

廃自動車

廃小型家電

廃LIB ブラックマス 炭酸リチウム
硫酸コバルト
硫酸ニッケル

電池原料 前駆体
正極材

LIB
自動車に搭載

2030年度2027年度2025年度

900 3,000 6,000
ブラックマス処理量の推移（単位：t/年）

①LIB回収

②ブラックマス処理の事業化
③前駆体/正極材製造

本年2月10日発表「中期経営戦略2030」より



4，マレーシア家電リサイクル事業化検討

2023/8/3113｜

国内の家電リサイクル事業で培った技術・ノウハウを事業拡大の強みとし、家庭由来のE-wasteリサイクル制度の法制化段階である
マレーシア を海外展開の橋頭保として、東南アジア・南アジア圏でのリサイクル事業（家電、自動車etc.）を展開し、日本国内の銅
製錬所との連携を考慮した資源循環システムの構築を図る。

 20年間の国内事業で蓄積した技術・ノウハウ・人材
• 高度な自動化・省力化の技術開発力
• 操業ノウハウ（破砕・選別）
→資源回収量の増大（資源ロスの低減）

 国内の製錬所との連携
• 環境対応型製錬プロセスにより、電子基板などの様々な有用物質が共存するリサイクル原料
の処理に適している

東南アジア・南アジア圏
への拡大展開

当社の強み

家電リサイクル事業化
（設備導入支援、操
業ノウハウ提供）

製錬所との連携
自動ネジ外し装置 ピッキングロボット

• 家庭由来のE-wasteを環境上適正に回収・リサイクルする制度が未整備のため、インフォー
マルに相当量が流出（JICA技術協力により2024年の法制化の検討中）

マレーシアでの家電リサイクルの事業化

• 対象はマレーシアに留まらず日本の銅製錬所を
リサイクル処理拠点とした資源循環システムの
構築も視野に、東南アジア・南アジア圏への拡大
展開を図る

• 法制化後のE-wasteから発生する有害物質
の環境上適正な処理及び有用資源の効率的
な回収を実現するため、現地パートナーと協業
し（必須）、設備導入支援、操業ノウハウ提
供など家電リサイクルの事業化を検討

CRTの手解体 回収した電子基板

マレーシアでの処理例

東南アジア圏の
資源循環システム

資源回収



５，資源循環に向けた課題とご支援頂きたい事項

2023/8/3114｜

1. 法的枠組みの整備

 アセアン各国及びインドを始めとして、リサイクルに関する法的枠組みの整備に向けた
政府レベルでの働き掛け、及びJICA等を通じた法制化の実務支援

2. 回収資源の日本への還流、海外への流出防止に向けた対応
 廃基板等E-Scrapを日本に還流し最終資源化できるよう、日本向けE-Scrapの輸出許可を

迅速に得るための政府間交渉やバーゼル条約対応（スイスガーナ提案のPIC対応）への
支援をお願いしたい。
① 現対応国・地域との手続き及び事前同意施設手続きの効率化、2025年以降の施

行時の手続きの簡素化
② 協定を要する国・地域との早期締結

 国内外におけるインフォーマルな取引の規制強化
E-waste、鉛蓄電池等の違法輸出・処理の取締り強化をお願いしたい。

 ブラックマスの輸出により貴重な資源が国内から流出することを防ぐべく、資源の国内で
の資源循環を促進するルール整備（廃LIB 処理施設の設置等に対する規制緩和,HSコー
ドの新設等）をお願いしたい。

3. リサイクルにおいて今後も様々な資源回収でインフラとして活用可能な銅製錬所の操業
安定のための電力代の低減に向けた政策展開をお願いしたい。
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